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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
機
動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム
０
０
８
３
―
も
う
一
つ
の
星
の
屑
―

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
４
４
５
９
Ｙ

【
作
者
名
】

　
大
根

【
あ
ら
す
じ
】

　
連
邦
軍
の
落
ち
こ
ぼ
れ
兵
士
ラ
ン
ド
は
、
ガ
ン
ダ
ム
試
作
二
号
機
の
奪
取
に
、

偶
然
に
も
居
合
わ
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
、
宇
宙
世
紀
の
闇
に
消
さ
れ
た
。

『
デ
ラ
ー
ズ
フ
リ
ー
ト
』

の
反
乱
に
、
巻
き
込
ま
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
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ト
リ
ン
ト
ン
基
地
強
襲
直
前
（
前
書
き
）

エ
ー
ッ
と
、
新
作
で
、
偉
そ
う
な
タ
イ
ト
ル
を
着
け
て
い
ま
す
が
、
内
容
は
屑

で
す
。

風
邪
を
引
き
な
が
ら
書
い
た
の
で
か
な
り
間
違
い
が
有
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

良
け
れ
ば
、
ご
指
摘
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
頂
け
ば
あ
り
が
た
い
で
す
ｍ
（
＿

＿
）
ｍ
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ト
リ
ン
ト
ン
基
地
強
襲
直
前

～
第
一
部
～

雄
大
に
広
が
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸

し
か
し
、
そ
の
雄
大
さ
に
は
、
会
わ
な
い
物
が
そ
の
大
地
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に

突
き
刺
さ
っ
て
い
る
。

モ
ビ
ル
ス
ー
ツ
は
愚
か
、
戦
艦
よ
り
も
巨
大
な
破
片
。

一
年
戦
争
に
お
い
て
、
ジ
オ
ン
公
国
が
行
っ
た
、
コ
ロ
ニ
ー
落
と
し
。

『
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
作
戦
』
の
傷
痕
で
あ
る
。

か
つ
て
コ
ロ
ニ
ー
が
落
ち
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
首
都
、
シ
ド
ニ
ー
が
丸
々
消

え
去
っ
た
場
所
。

直
径
１
０
０
ｋ
ｍ
に
も
及
ぶ
、
最
大
の
人
口
の
ク
レ
ー
タ
ー

か
つ
て
の
面
影
を
全
く
残
し
て
い
な
い
そ
こ
で
、
幾
つ
か
の
影
が
破
片
の
周
り

を
飛
び
交
っ
て
い
る
。

？
？
？
１
「
あ
、
当
た
っ
て
く
れ
！
」

気
弱
な
声
と
共
に
、
ザ
ク
か
ら
マ
シ
ン
ガ
ン
が
発
射
さ
れ
る
。

目
的
は
、
前
方
の
ジ
ム
タ
イ
プ
だ
。

し
か
し
、
ジ
ム
タ
イ
プ
は
、
空
に
飛
び
上
が
り
、
降
下
し
な
が
ら
マ
シ
ン
ガ
ン

を
撃
っ
て
く
る
。

？
？
？
１
「
う
、
上
か
ら
！
！
」

立
体
的
な
そ
の
動
き
に
つ
い
て
い
け
ず
、
マ
シ
ン
ガ
ン
が
ザ
ク
に
当
た
る
。

し
か
し
、
ザ
ク
は
被
弾
も
せ
ず
、
ピ
ン
ク
色
の
ペ
イ
ン
ト
が
着
く
だ
け
だ
。
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実
戦
な
ら
、
確
実
に
撃
破
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

？
？
？
２
「
お
い
お
い
。
新
兵
さ
ん
は
士
官
学
校
で
お
勉
強
を
し
な
か
っ
た
の

か
？
？
？
」

ふ
ざ
け
た
よ
う
に
言
う
低
い
声
が
響
き
、
ジ
ム
タ
イ
プ
は
攻
撃
を
や
め
る
。

？
？
？
１
「
ク
ッ
ソ
ー
！
ま
だ
勝
負
は
着
い
て
ま
せ
ん
よ
！
」

ザ
ク
は
、
マ
シ
ン
ガ
ン
を
構
え
、
ジ
ム
タ
イ
プ
に
突
っ
込
ん
で
行
く
。

？
？
？
１
「
４
８
・
・
・
４
９
・
・
・
５
０
・
・
・
終
わ
っ
た
あ
ぁ
ぁ
ぁ
～
！

！
」

そ
う
言
い
な
が
ら
、
腕
立
て
を
終
え
た
若
い
男
は
、
地
面
に
突
っ
伏
す
。

？
？
？
２
「
ラ
ン
ド
。
も
う
へ
ば
っ
て
ん
の
か
？
」

そ
こ
に
、
低
い
親
父
声
が
響
く
。

ラ
ン
ド
「
カ
レ
ン
ト
隊
長
！
だ
、
大
丈
夫
で
す
よ
」

カ
レ
ン
ト
と
呼
ば
れ
た
中
年
の
男
性
は
、
や
れ
や
れ
と
言
い
な
が
ら
、
去
っ
て

い
っ
た
。

ラ
ン
ド
「
ク
ッ
ソ
～
！
後
少
し
だ
っ
た
の
に
！
」

模
擬
戦
で
カ
レ
ン
ト
に
負
け
た
ラ
ン
ド
は
、
罰
と
し
て
、
腕
立
て
を
さ
せ
ら
れ
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た
の
だ
。

？
？
？
３
「
ラ
ン
ド
。
お
前
ま
た
隊
長
に
負
け
た
ん
だ
ろ
！
？
ざ
ま
あ
ね
え
な
。

」男
は
笑
い
な
が
ら
、
未
だ
地
面
に
突
っ
伏
し
て
い
る
ラ
ン
ド
を
嘲
笑
う
。

ラ
ン
ド
「
ア
ス
ト
ン
！
う
、
う
る
さ
い
！
お
前
だ
っ
て
隊
長
に
勝
っ
た
こ
と
な
・

・
・
あ
る
か
・
・
・
」

ラ
ン
ド
は
、
強
く
い
い
か
け
た
が
、
直
ぐ
に
言
葉
を
濁
し
て
し
ま
う
。

ア
ス
ト
ン
「
俺
様
は
エ
リ
～
ト
だ
か
ら
な
！
落
ち
こ
ぼ
れ
ラ
ン
ド
よ
お
」

徹
底
的
に
罵
倒
し
て
く
る
ア
ス
ト
ン

ラ
ン
ド
「
ぐ
ぬ
ぬ
ぬ
・
・
・
何
も
・
・
・
言
え
な
い
・
・
・
」

事
実
を
言
わ
れ
ラ
ン
ド
は
さ
ら
に
塞
ぎ
込
ん
で
し
ま
う
。

ア
ス
ト
ン
「
じ
ゃ
あ
な
ぁ
～
！
落
ち
こ
ぼ
れ
醜
男
ラ
ン
ド
～
。
俺
は
こ
れ
か
ら

こ
れ
な
ん
だ
よ
?
」

ア
ス
ト
ン
は
、
小
指
を
立
て
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
去
っ
て
い
っ
た
。

ラ
ン
ド
「
く
そ
ぅ
・
・
・
好
き
勝
手
言
い
や
が
っ
て
！
！
」

２
人
の
因
縁
は
、
士
官
学
校
時
代
ま
で
遡
る
。
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ア
ス
ト
ン
は
、
代
々
軍
人
の
家
系
に
生
ま
れ
た
。
。

さ
ら
さ
ら
の
金
髪
に
甘
い
マ
ス
ク
、
モ
ビ
ル
ス
ー
ツ
の
操
縦
も
一
級
品
で
、
性

格
意
外
は
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
と
い
っ
て
も
よ
い
男
だ
っ
た
。

士
官
学
校
を
首
席
で
卒
業
。

将
来
を
約
束
さ
れ
た
エ
リ
ー
ト
だ
っ
た
。

そ
れ
に
引
き
替
え
ラ
ン
ド
は
、
普
通
の
家
に
生
ま
れ
た
次
男
坊
。

黒
い
髪
も
適
当
に
耳
の
辺
り
ま
で
、
切
っ
た
だ
け
。

元
気
は
あ
り
、
モ
ビ
ル
ス
ー
ツ
の
操
縦
も
そ
れ
な
り
に
出
来
る
の
だ
が
、
い
ざ

と
言
う
時
何
も
出
来
な
い
。

要
す
る
に
ヘ
タ
レ
だ
。

顔
は
そ
れ
な
り
に
イ
ケ
メ
ン
で
優
し
い
性
格
を
し
て
い
る
が
、
お
洒
落
等
に
は

興
味
が
無
く
。
女
性
に
全
く
モ
テ
な
い
灰
色
の
人
生
を
送
っ
て
い
た
。

士
官
学
校
を
落
第
す
れ
す
れ
で
卒
業
し
た
、
『
落
ち
こ
ぼ
れ
』
で
あ
る
。

こ
の
２
人
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ト
リ
ン
ト
ン
基
地
で
テ
ス
ト
パ
イ
ロ
ッ
ト

と
な
る
。

エ
リ
ー
ト
と
落
ち
こ
ぼ
れ
。
両
極
端
な
２
人
が
会
う
は
ず
が
無
く
、
ア
ス
ト
ン

は
、
何
か
と
ラ
ン
ド
を
見
下
し
て
は
鬱
憤
を
は
ら
し
て
い
た
。

以
上
が
、
ラ
ン
ド
と
ア
ス
ト
ン
の
因
縁
の
経
緯
で
あ
る
。

ラ
ン
ド
「
・
・
・
帰
る
か
・
・
・
」
 
 
 
 

ラ
ン
ド
は
落
ち
込
み
な
が
ら
、
宿
舎
へ
と
向
か
う
の
だ
っ
た
。

？
？
？
３
「
見
ろ
よ
キ
ー
ス
。
ペ
ガ
サ
ス
級
だ
ぜ
！
」

キ
ー
ス
「
コ
ウ
。
言
わ
れ
な
く
て
も
わ
か
っ
て
る
よ
。
」
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す
る
と
。
途
端
に
辺
り
が
騒
が
し
く
な
り
、
光
が
遮
ら
れ
る
。

ラ
ン
ド
「
な
、
な
ん
だ
！
」

ラ
ン
ド
は
あ
わ
て
て
振
り
向
き
、
言
葉
を
失
っ
た
。

空
に
は
、
巨
大
な
戦
艦
が
浮
か
び
、
い
ま
ま
さ
に
降
り
て
来
る
と
こ
ろ
で
あ
っ

た
。

ラ
ン
ド
「
嘘
だ
ろ
・
・
・
ぺ
、
ペ
ガ
サ
ス
級
！
」

か
つ
て
、
連
邦
の
白
い
悪
魔
を
載
せ
て
い
た
艦
と
、
同
じ
系
列
の
艦
が
、
ラ
ン

ド
の
前
に
降
り
立
っ
た
の
だ
。

コ
ウ
「
お
い
、
キ
ー
ス
！
見
に
行
っ
て
み
よ
う
ぜ
！
」

キ
ー
ス
「
マ
ジ
か
よ
！
？
・
・
・
わ
か
っ
た
よ
！
」

コ
ウ
と
呼
ば
れ
て
い
る
黒
髪
の
青
年
と
、
キ
ー
ス
と
呼
ば
れ
て
い
る
メ
ガ
ネ
の

青
年
が
、
降
り
立
っ
て
来
た
戦
艦
に
行
こ
う
と
し
て
、
ジ
ー
プ
に
乗
る
。

ラ
ン
ド
「
あ
、
待
っ
て
く
れ
。
お
れ
も
載
せ
て
っ
て
も
ら
え
な
い
か
？
」

ラ
ン
ド
も
居
て
も
立
っ
て
も
い
ら
れ
ず
、
２
人
に
話
し
か
け
る
。

コ
ウ
「
別
に
い
い
ぜ
」

キ
ー
ス
「
お
前
も
物
好
き
だ
な
あ
」

ラ
ン
ド
「
サ
ン
キ
ュ
・
・
・
よ
し
、
い
い
ぞ
。
」
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ラ
ン
ド
は
ジ
ー
プ
に
乗
り
込
む
。
 
 
 
 
 
 

コ
ウ
「
よ
し
、
じ
ゃ
あ
行
く
ぞ
」

コ
ウ
は
、
３
人
を
載
せ
た
。
ジ
ー
プ
を
戦
艦
に
向
か
っ
て
走
ら
せ
た
。
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ト
リ
ン
ト
ン
基
地
強
襲
直
前
（
後
書
き
）

相
変
わ
ら
ず
の
駄
文
で
す
い
ま
せ
ん
ｍ
（
＿
＿
）
ｍ

前
作
で
ご
指
摘
を
頂
き
ま
し
た
が
、
作
者
の
技
量
不
足
に
よ
り
、
全
く
進
歩
し

て
い
ま
せ
ん
。

ラ
ン
ド
は
、
ア
ル
ビ
オ
ン
隊
に
入
れ
る
つ
も
り
な
の
で
、
強
引
に
コ
ウ
や
キ
ー

ス
と
絡
み
を
入
れ
て
い
ま
す
が
そ
こ
は
許
し
て
く
だ
さ
い
ｍ
（
＿
＿
）
ｍ

ア
ス
ト
ン
は
・
・
・
ど
う
し
ま
し
ょ
う
か
?

勢
い
で
書
い
て
し
ま
い
ま
し
た
の
で
（
・
・
；
）

何
か
よ
い
ア
イ
デ
ィ
ア
が
あ
れ
ば
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
ｍ
（
＿
＿
）
ｍ
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ガ
ン
ダ
ム
強
奪
（
前
書
き
）

更
新
遅
れ
て
す
い
ま
せ
ん
ｍ
（
＿
＿
）
ｍ

達
の
悪
い
風
邪
で
し
て
?

相
変
わ
ら
ず
の
駄
文
で
す
が
、
良
け
れ
ば
、
コ
メ
ン
ト
お
願
い
し
ま
す
ｍ
（
＿

＿
）
ｍ
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ガ
ン
ダ
ム
強
奪

ガ
タ
ガ
タ
と
音
を
た
て
な
が
ら
ジ
ー
プ
が
ペ
ガ
サ
ス
級
に
乗
り
上
げ
る
。

コ
ウ
＆
ａ
ｍ
ｐ
；
キ
ー
ス
＆
ａ
ｍ
ｐ
；
ラ
ン
ド
「
・
・
・
・
・
・
」

３
人
は
言
葉
を
失
っ
た
。

目
の
前
に
は
、
伝
説
と
ま
で
言
わ
れ
た
、
ガ
ン
ダ
ム
タ
イ
プ
の
モ
ビ
ル
ス
ー
ツ

が
た
っ
て
い
た
か
ら
だ
。

コ
ウ
が
一
番
に
口
を
開
い
た

コ
ウ
「
や
っ
ぱ
り
ガ
ン
ダ
ム
だ
・
・
・
」

キ
ー
ス
「
あ
～
・
・
・
お
、
お
い
コ
ウ
！
見
ろ
よ
！
」

そ
う
言
っ
て
キ
ー
ス
が
右
の
方
を
指
差
す
。

コ
ウ
「
ガ
ン
ダ
ム
が
２
機
も
！
！
」

そ
う
言
っ
て
２
人
は
ジ
ー
プ
を
降
り
て
、
ガ
ン
ダ
ム
に
近
づ
く
。

コ
ウ
「
こ
っ
ち
の
は
コ
ア
フ
ァ
イ
タ
ー
付
き
だ
。
あ
っ
ち
の
も
凄
い
な
。
見
ろ

よ
あ
の
重
装
甲
」

キ
ー
ス
「
見
れ
ば
解
る
よ
」

ラ
ン
ド
「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」
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ラ
ン
ド
は
呆
然
と
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
見
て
い
る
し
か
無
か
っ
た
。

す
る
と
、
キ
ー
ス
が
メ
カ
ニ
ッ
ク
ら
し
き
女
性
に
声
を
掛
け
、
言
い
寄
っ
て
い

く
。

コ
ウ
は
相
変
わ
ら
ず
、
ガ
ン
ダ
ム
に
ご
執
心
だ
。

ラ
ン
ド
「
（
キ
ー
ス
っ
て
言
っ
た
っ
け
・
・
・
手
が
速
い
な
あ
～
・
・
・
デ
カ

っ
！
な
ん
だ
あ
の
人
！
大
の
男
よ
り
デ
カ
イ
ぞ
）
」

キ
ー
ス
が
大
き
い
女
性
に
絡
ま
れ
て
い
る
。
キ
ー
ス
と
並
ん
で
、
頭
一
つ
文
以

上
大
き
い
だ
ろ
う
。

ラ
ン
ド
「
（
あ
、
負
け
た
。
キ
ー
ス
な
ん
か
凹
ん
で
る
）
」

ど
う
や
ら
キ
ー
ス
は
惨
敗
し
た
よ
う
だ
。

ラ
ン
ド
「
な
ん
か
和
む
な
」

人
の
不
幸
は
蜜
の
味
、
と
い
う
や
つ
だ
。

キ
ー
ス
「
コ
ウ
・
・
・
帰
る
ぞ
」

コ
ウ
「
待
て
よ
。
も
う
ち
ょ
っ
と
見
て
よ
う
ぜ
！
」

キ
ー
ス
「
俺
は
ご
傷
心
な
ん
だ
よ
。
」

２
人
が
ジ
ー
プ
に
向
か
っ
て
来
る
。

ラ
ン
ド
「
ん
っ
？
、
ジ
ム
タ
イ
プ
か
？
」

２
機
の
ガ
ン
ダ
ム
の
向
こ
う
に
、
１
機
の
ジ
ム
タ
イ
プ
が
見
え
る
。
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ラ
ン
ド
「
（
デ
カ
イ
バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
だ
な
・
・
・
）
」

一
見
パ
ワ
ー
ド
ジ
ム
に
見
え
る
が
、
何
か
が
違
う
。

ラ
ン
ド
「
（
何
な
ん
だ
、
あ
の
機
体
？
ど
こ
か
・
・
・
）
」

キ
ー
ス
「
コ
ウ
～
、
帰
る
ぞ
」

コ
ウ
「
わ
か
っ
た
よ
・
・
・
そ
う
言
え
ば
君
は
・
・
・
ラ
ン
ド
・
・
・
で
、
合

っ
て
る
っ
け
？
」

コ
ウ
が
ラ
ン
ド
に
向
か
っ
て
聞
い
て
く
る
。

ラ
ン
ド
「
あ
あ
、
あ
っ
て
る
よ
。
ラ
ン
ド
・
シ
ュ
バ
イ
ツ
。
階
級
は
准
尉
だ
。

お
前
ら
は
コ
ウ
と
キ
ー
ス
だ
っ
け
？
」

一
応
３
人
と
も
、
同
期
な
の
で
、
名
前
は
知
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

コ
ウ
「
あ
あ
、
俺
は
コ
ウ
・
ウ
ラ
キ
。
階
級
は
少
尉
。
呼
び
方
は
コ
ウ
で
い
い

ぜ
」

キ
ー
ス
「
俺
の
名
前
は
チ
ャ
ッ
ク
・
キ
ー
ス
。
同
じ
く
少
尉
だ
。
キ
ー
ス
っ
て

呼
ん
で
く
れ
」

同
期
だ
が
、
あ
ま
り
面
識
は
無
か
っ
た
よ
う
だ
。

ラ
ン
ド
「
あ
あ
、
改
め
て
よ
ろ
し
く
な
。
取
り
敢
え
ず
、
夕
飯
に
行
く
か
？
親

睦
を
深
め
る
の
も
大
事
だ
し
な
。
」
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辺
り
は
そ
ろ
そ
ろ
暗
く
な
っ
て
来
た
。

コ
ウ
「
そ
う
だ
な
。
同
期
同
士
仲
良
く
し
よ
う
ぜ
。
」

キ
ー
ス
「
腹
も
減
っ
た
し
な
あ
。
行
く
か
」

そ
う
言
っ
て
、
３
人
は
夕
飯
へ
と
向
か
う
の
だ
っ
た
。

コ
ウ
「
人
参
要
ら
な
い
よ
・
・
・
う
え
っ
」

コ
ウ
が
食
事
を
と
ろ
う
と
す
る
。
人
参
は
た
く
さ
ん
入
れ
ら
れ
た
よ
う
だ
。

ラ
ン
ド
「
子
供
か
よ
！
」

ラ
ン
ド
は
思
わ
ず
突
っ
込
ん
で
し
ま
っ
た
。

キ
ー
ス
「
げ
っ
！
」

キ
ー
ス
が
何
か
行
っ
た
の
で
、
そ
っ
ち
を
見
る
と
、
キ
ー
ス
が
あ
し
ら
わ
れ
た

メ
カ
ニ
ッ
ク
の
女
性
と
、
大
き
な
メ
カ
ニ
ッ
ク
が
い
た
。

ラ
ン
ド
「
（
確
か
、
モ
ー
ラ
・
バ
シ
ッ
ト
中
尉
と
、
ニ
ナ
さ
ん
っ
て
言
っ
た
っ

け
）
」

す
る
と
、
コ
ウ
が
い
き
な
り
話
し
は
じ
め
た
。
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コ
ウ
「
そ
う
だ
。
ガ
ン
ダ
ム
の
反
応
速
度
は
０
・
５
、
ぐ
ら
い
早
く
・
・
・
」

コ
ウ
は
何
か
ぶ
つ
ぶ
つ
と
話
し
て
い
る
。

ラ
ン
ド
「
（
ニ
ナ
さ
ん
っ
て
、
、
美
人
な
ん
だ
け
ど
な
に
か
な
～
、
コ
ウ
も
、

何
で
そ
ん
な
話
し
か
し
な
い
ん
だ
よ
。
）
」

コ
ウ
「
・
・
・
そ
れ
で
、
あ
の
重
装
甲
の
奴
は
、
対
核
兵
器
用
で
、
肩
の
バ
ズ

ー
カ
は
戦
術
核
装
備
だ
ろ
？
」

ニ
ナ
「
え
っ
！
」

ニ
ナ
は
相
当
驚
い
て
い
る
。

い
き
な
り
、
見
破
ら
れ
た
か
ら
だ
ろ
う
。

ラ
ン
ド
「
核
だ
っ
て
！
？
」

ラ
ン
ド
も
驚
い
て
い
る
。

核
兵
器
使
用
は
南
極
条
約
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
な
の
だ
。

ラ
ン
ド
「
本
当
な
の
か
よ
・
・
・
あ
、
そ
う
言
え
ば
、
あ
の
ジ
ム
タ
イ
プ
は
何

な
ん
だ
？
パ
ワ
ー
ド
ジ
ム
と
は
何
か
違
う
し
・
・
・
」

モ
ー
ラ
「
あ
れ
は
、
パ
ワ
ー
ド
ジ
ム
改
。
パ
ワ
ー
ド
ジ
ム
の
バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
を

よ
り
、
高
性
能
の
に
変
え
て
、
装
甲
の
一
部
を
ル
ナ
チ
タ
ニ
ウ
ム
製
に
し
た
物
。

ガ
ン
ダ
ム
に
よ
り
近
い
デ
ー
タ
を
と
る
た
め
に
、
改
良
し
た
の
を
ジ
ャ
ブ
ロ
ー

か
ら
持
っ
て
き
た
の
さ
」
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そ
う
モ
ー
ラ
は
説
明
を
し
て
く
れ
る
。

ラ
ン
ド
「
へ
え
～
、
な
ん
か
凄
い
な
。
」

モ
ー
ラ
「
確
か
に
ね
。
手
間
の
か
け
方
が
半
端
じ
ゃ
な
い
ね
。
ニ
ナ
、
い
こ
う

か
。
」
 

そ
う
言
っ
て
、
ニ
ナ
と
モ
ー
ラ
は
ど
こ
か
へ
言
っ
て
し
ま
っ
た
。

ラ
ン
ド
「
ジ
ャ
ブ
ロ
ー
も
随
分
金
つ
か
っ
て
ん
だ
な
。
」

キ
ー
ス
「
確
か
に
、
あ
ん
な
に
手
間
か
け
る
な
ん
て
な
。
け
ど
俺
た
ち
に
は
関

係
な
い
さ
。
」

コ
ウ
「
ま
あ
な
。
新
型
は
多
分
、
バ
ニ
ン
グ
大
尉
か
ア
レ
ン
中
尉
が
乗
る
ん
だ

ろ
？
」

ラ
ン
ド
「
あ
の
２
人
が
基
地
の
１
番
と
２
番
だ
か
ら
な
あ
。
ま
あ
良
い
や
。
さ

っ
さ
と
食
お
う
ぜ
」

３
人
は
取
り
敢
え
ず
、
夕
飯
を
食
べ
る
事
に
し
た
の
だ
っ
た
。

コ
ウ
「
な
あ
。
も
う
一
回
ガ
ン
ダ
ム
を
見
に
行
こ
う
ぜ
。
」

夕
飯
の
後
片
付
け
を
す
ま
せ
る
と
、
コ
ウ
が
そ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
き
た
。

ラ
ン
ド
「
ま
た
か
よ
。
ま
あ
い
い
け
ど
」
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キ
ー
ス
「
俺
は
勘
弁
し
と
き
た
い
ん
だ
け
ど
な
・
・
・
わ
か
っ
た
よ
」

３
人
は
再
び
、
ペ
ガ
サ
ス
級
へ
と
向
か
っ
た
。

そ
の
頃
、
基
地
に
一
台
の
車
が
入
っ
て
き
た
。

こ
れ
が
、
未
曾
有
の
大
惨
事
の
始
ま
り
に
な
る
と
は
誰
も
、
思
い
も
し
な
い
の

だ
っ
た
。

キ
ー
ス
「
あ
れ
、
な
ん
か
や
っ
て
る
み
た
い
だ
な
？
」

重
装
甲
の
ガ
ン
ダ
ム
に
、
メ
カ
ニ
ッ
ク
達
が
、
何
か
作
業
を
し
て
い
る
よ
う
だ
。

ニ
ナ
「
あ
な
た
た
ち
！
こ
こ
は
立
ち
入
り
禁
止
の
は
ず
よ
！
」

３
人
は
ニ
ナ
に
ば
れ
て
案
の
定
怒
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

コ
ウ
「
も
し
か
し
て
今
、
弾
頭
装
備
中
な
の
か
い
？
」

コ
ウ
が
大
声
で
、
ニ
ナ
に
訪
ね
る
。

ニ
ナ
「
え
え
そ
う
よ
。
だ
か
ら
邪
魔
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
出
て
っ
て
頂
戴
！

！
」

そ
う
い
っ
て
、
ニ
ナ
は
作
業
に
戻
っ
て
し
ま
う

キ
ー
ス
「
彼
女
、
あ
の
ト
ゲ
ト
ゲ
が
な
け
り
ゃ
最
高
な
ん
だ
け
ど
な
」
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ラ
ン
ド
「
激
し
く
同
意
」

コ
ウ
「
も
う
諦
め
ろ
よ
キ
ー
ス
。
嫌
わ
れ
て
る
ぜ
。
ハ
ッ
キ
リ
言
っ
て
」

キ
ー
ス
「
わ
か
っ
て
る
よ
～
ん
な
こ
た
。
帰
ろ
～
帰
っ
て
や
け
酒
付
き
合
え
よ

な
！
」

コ
ウ
「
ま
て
よ
。
も
う
少
し
良
い
だ
ろ
」

キ
ー
ス
「
だ
～
め
だ
。
」

ラ
ン
ド
「
（
不
味
い
・
・
・
）
じ
ゃ
あ
、
ま
た
明
日
。
」

何
か
を
感
じ
取
っ
た
ラ
ン
ド
は
早
々
に
逃
げ
よ
う
と
す
る
。

キ
ー
ス
「
ま
て
～
に
げ
る
な
。
お
前
も
来
る
ん
だ
よ
～
。
同
期
だ
ろ
」

コ
ウ
「
わ
か
っ
た
よ
。
ラ
ン
ド
、
お
前
も
道
連
れ
だ
。
行
く
ぞ
」

し
か
し
、
あ
っ
け
な
く
捕
ま
っ
て
し
ま
う
。

ラ
ン
ド
「
う
え
～
、
わ
ー
っ
た
よ
」

こ
う
し
て
２
人
は
、
キ
ー
ス
の
や
け
酒
に
付
き
合
う
事
に
な
っ
た
。

コ
ウ
「
あ
っ
！
」

前
方
か
ら
、
上
官
ら
し
き
士
官
が
歩
い
て
く
る
。
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ザ
ッ

と
３
人
と
も
敬
礼
を
す
る
。

す
る
と
、
向
こ
う
も
敬
礼
で
返
し
て
く
る
。

ラ
ン
ド
「
（
見
た
こ
と
な
い
人
だ
な
？
ペ
ガ
サ
ス
級
の
人
か
？
）
」

？
？
？
「
素
晴
ら
し
い
。
見
事
な
モ
ビ
ル
ス
ー
ツ
だ
」

コ
ウ
「
自
分
も
そ
う
思
い
ま
す
」

コ
ウ
は
生
真
面
目
に
、
そ
う
答
え
る
。

？
？
？
「
君
？
バ
ズ
ー
カ
に
弾
頭
の
装
備
は
す
ん
で
い
る
の
か
ね
？
」

コ
ウ
「
は
、
は
い
？
」

？
？
？
「
で
は
、
試
し
て
み
る
か
・
・
・
」

そ
う
答
え
る
と
、
士
官
は
、
ガ
ン
ダ
ム
タ
イ
プ
の
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
へ
と
登
っ
て

言
っ
た
。

ラ
ン
ド
「
？
？
？
」

し
か
し
、
も
う
遅
か
っ
た
。

ニ
ナ
「
ま
っ
た
く
あ
の
３
人
今
度
は
ま
た
何
か
や
り
始
め
た
わ
・
・
・
あ
な
っ

！
は
あ
っ
！
」

振
り
向
い
た
ニ
ナ
は
、
驚
愕
し
た
。
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ガ
ン
ダ
ム
タ
イ
プ
の
ハ
ッ
チ
が
開
き
、
士
官
が
中
に
入
ろ
う
と
し
て
い
た
の
だ
。

ニ
ナ
「
何
し
て
る
の
！
！
ハ
ッ
チ
を
閉
め
て
降
り
な
さ
い
！
！
」

す
る
と
、
士
官
は
振
り
向
い
て

？
？
？
「
フ
ッ
」

と
言
っ
て
、
ガ
ン
ダ
ム
タ
イ
プ
に
乗
り
込
ん
だ
。

ニ
ナ
「
誰
よ
あ
れ
！
！
」

ニ
ナ
は
、
い
て
も
た
っ
て
も
い
ら
れ
ず
、
ガ
ン
ダ
ム
タ
イ
プ
の
と
こ
ろ
へ
と
向

か
っ
た
。

コ
ウ
「
な
ん
だ
？
」

キ
ー
ス
「
ど
う
し
た
？
」

ラ
ン
ド
「
こ
り
ゃ
や
ば
い
っ
て
！
」

す
る
と
、
２
号
機
は
、
ケ
ー
ブ
ル
を
千
切
り
、
動
き
出
し
た
。

ニ
ナ
「
誰
か
っ
！
誰
か
２
号
機
を
止
め
て
！
！
」
キ
ー
ス
「
な
ん
だ
？
な
ん
だ

？
」

ラ
ン
ド
「
嘘
だ
ろ
！
こ
ん
な
の
」

コ
ウ
「
く
っ
！
」

キ
ー
ス
「
お
、
お
い
コ
ウ
！
」
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す
る
と
、
コ
ウ
は
も
う
一
機
の
ガ
ン
ダ
ム
に
向
け
て
走
り
出
し
た
。

そ
し
て
、
ガ
ン
ダ
ム
１
号
機
の
ハ
ッ
チ
を
あ
け
る
。

モ
ー
ラ
「
ウ
ラ
キ
少
尉
！
他
の
人
を
呼
ぶ
わ
。
あ
な
た
じ
ゃ
！
！
」

コ
ウ
「
僕
だ
っ
て
パ
イ
ロ
ッ
ト
だ
！
」

モ
ー
ラ
「
今
救
弾
中
よ
。
す
ぐ
に
は
出
せ
な
い
わ
。
」

コ
ウ
「
急
い
で
く
だ
さ
い
」

ニ
ナ
「
２
号
機
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
。
聞
こ
え
て
る
で
し
ょ
？
今
す
ぐ
に
降
り
れ
ば
、

罪
は
軽
い
わ
！
今
す
ぐ
に
降
り
な
さ
い
！
」

？
？
？
「
こ
の
機
体
と
核
弾
頭
は
頂
い
て
い
く
。
ジ
オ
ン
再
興
の
た
め
に
！
」

こ
の
モ
ビ
ル
ス
ー
ツ
デ
ッ
キ
に
い
た
全
員
が
驚
愕
し
た
。

ニ
ナ
「
っ
！
？
」

コ
ウ
「
ジ
オ
ン
だ
と
！
？
」

２
号
機
は
、
ビ
ー
ム
・
サ
ー
ベ
ル
を
使
い
、
ペ
ガ
サ
ス
級
の
ハ
ッ
チ
を
切
り
裂

き
、
飛
び
出
し
た
。

キ
ー
ス
「
嘘
だ
ろ
！
俺
は
大
尉
の
と
こ
ろ
に
行
っ
て
く
る
。
ラ
ン
ド
！
行
く
ぞ

！
」

ラ
ン
ド
「
キ
ー
ス
・
・
・
先
に
い
っ
て
て
く
れ
・
・
・
俺
は
こ
い
つ
で
出
る
」
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ラ
ン
ド
は
そ
う
い
っ
て
、
パ
ワ
ー
ド
・
ジ
ム
改
を
見
上
げ
た
。

キ
ー
ス
「
え
っ
！
わ
か
っ
た
よ
。
わ
か
り
ま
し
た
よ
。
俺
１
人
で
行
く
よ
」

そ
う
い
っ
て
、
キ
ー
ス
は
ジ
ー
プ
で
飛
び
出
し
た
。

す
る
と
、
１
号
機
も
歩
き
、
ハ
ッ
チ
を
飛
び
出
す
。

ラ
ン
ド
「
こ
い
つ
は
動
き
ま
す
か
！
？
」

モ
ー
ラ
「
貴
方
ま
で
！
？
・
・
・
救
弾
は
す
ぐ
済
む
わ
！
」

ラ
ン
ド
「
わ
か
り
ま
し
た
」

ヒ
ュ
ル
ル
ル
ル
ル
ル
ル
・
・
・
・
・
・

・
・
・

・
・
・

チ
ュ
ド
ド
ド
ド
ド
ド
ド
ド
ド

チ
ュ
ド
ド
ド
ド
ド
ド
ド
ド
ド

チ
ュ
ド
ド
ド
ド
ド
ド
ド
ド
ド

キ
ー
ス
「
今
さ
ら
ジ
オ
ン
が
何
し
よ
う
っ
て
ん
だ
よ
お
～
！
」

基
地
一
面
に
、
ミ
サ
イ
ル
が
降
り
注
ぐ
。
当
た
り
一
面
は
、
と
て
も
、
終
戦
し

て
い
る
と
は
思
え
な
い
惨
状
だ
。
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連
邦
兵
士
「
カ
ー
ク
ス
、
キ
ー
ス
急
げ
！
」

バ
ニ
ン
グ
「
模
擬
戦
じ
ゃ
な
い
ぞ
！
み
ん
な
気
を
引
き
締
め
て
行
け
！
」

キ
ー
ス
「
大
尉
～
ジ
オ
ン
が
核
弾
頭
装
備
の
２
号
機
を
奪
っ
て
行
き
ま
し
た
！
」

カ
ー
ク
ス
「
ジ
オ
ン
だ
と
！
あ
い
つ
ら
ま
た
戦
争
を
や
る
気
な
の
か
！
何
人
殺

せ
ば
気
が
済
む
ん
だ
よ
！
」

バ
ニ
ン
グ
「
い
そ
く
ぞ
！
」

そ
う
い
っ
て
パ
イ
ロ
ッ
ト
達
は
モ
ビ
ル
ス
ー
ツ
に
乗
り
込
む
。

ガ
シ
ョ
ン

パ
ワ
ー
ド
・
ジ
ム
が
格
納
庫
か
ら
飛
び
出
す
。

す
る
と
、
そ
こ
へ
、
バ
ズ
ー
カ
が
飛
ん
で
く
る

ア
レ
ン
「
！
？
」

パ
ワ
ー
ド
・
ジ
ム
は
、
間
一
髪
で
避
け
る
！
 

後
続
の
カ
ー
ク
ス
の
ザ
ク
が
マ
シ
ン
ガ
ン
を
構
え
る
。

カ
ー
ク
ス
「
う
わ
あ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ー
」
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マ
シ
ン
ガ
ン
を
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
う
ち
始
め
る
。

ド
ム
が
迫
っ
て
来
て
い
た
か
ら
だ
。
 

し
か
し
、
手
練
れ
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
そ
ん
な
も
の
が
通
じ
る
わ
け
も
な
く
、
胴

体
を
一
閃
さ
れ
、
地
面
に
倒
れ
る
。

キ
ー
ス
「
あ
、
あ
、
あ
」

キ
ー
ス
は
実
際
の
戦
場
を
目
の
当
た
り
に
、
震
え
て
い
た
。

？
？
？
「
ゲ
イ
リ
ー
か
！
作
戦
成
功
だ
脱
出
す
る
」

コ
ウ
「
こ
こ
か
ら
出
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
！
」

す
る
と
１
号
機
は
、
ビ
ー
ム
・
サ
ー
ベ
ル
を
構
え
、
２
号
機
の
前
に
立
ち
ふ
さ

が
っ
た
。

連
邦
管
制
官
「
基
地
北
東
よ
り
、
別
部
隊
確
認
、
残
っ
た
部
隊
は
至
急
、
指
令

部
の
防
衛
に
当
た
ら
れ
た
し
」

モ
ー
ラ
「
増
援
！
そ
ん
な
馬
鹿
な
！
」

基
地
の
北
東
に
み
す
み
す
侵
入
を
許
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
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ラ
ン
ド
「
コ
ウ
・
・
・
２
号
機
を
頼
む
・
・
・
俺
は
、
指
令
部
の
防
衛
に
出
ま

す
！
」

そ
し
て
、
パ
ワ
ー
ド
・
ジ
ム
改
は
、
ト
リ
ン
ト
ン
の
激
戦
の
中
へ
と
飛
び
出
し

た
。
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ガ
ン
ダ
ム
強
奪
（
後
書
き
）

え
ー
っ
と
・
・
・
原
作
の
ま
ま
で
す
?

こ
の
あ
と
は
ラ
ン
ド
の
戦
闘
な
の
で
、
ち
ょ
っ
と
展
開
を
買
え
ま
す
。

強
襲
部
隊
の
別
動
隊
を
登
場
さ
せ
た
り
、
キ
ン
バ
ラ
イ
ト
に
は
、
ま
だ
た
く
さ

ん
の
モ
ビ
ル
ス
ー
ツ
が
あ
る
。
な
ど
で
す
。

あ
と
、
カ
ー
ク
ス
は
生
き
て
る
か
も
し
れ
な
い
や
ら
れ
方
に
し
た
つ
も
り
な
の

で
、
何
か
意
見
あ
れ
ば
、
お
願
い
し
ま
す
ｍ
（
＿
＿
）
ｍ

今
、
薬
を
飲
ん
だ
の
で
（
睡
眠
導
入
剤
）
頭
が
お
か
し
く
な
っ
て
ま
す
。

批
判
な
ど
は
ど
う
ぞ
ご
自
由
に
お
願
い
し
ま
す
ｍ
（
＿
＿
）
ｍ

そ
の
文
だ
け
、
自
分
の
力
に
な
り
ま
す
の
で
ｍ
（
＿
＿
）
ｍ
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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この小説の詳細については以下のＵＲＬをご覧ください。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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